
   

【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号 D-1-1 

事業名  道路事業（市街地相互の接続道路等）薄葉向寺線 

事業費 総額: 127,671 千円（国費:98,945 千円） 

（内訳: 用地費 5,802 千円、補償費 34,422 千円、調査設計費 12,666 千円、 

工事費 74,781 千円） 

事業期間 平成 24 年度～平成 27 年度 

事業目的・事業地区(必要に応じ、別紙として地図を添付) 

本路線は、災害公営住宅、震災復興記念公園をつなぐ生活道路であるが、幅員が狭く

居住者の車両や緊急車両がすれ違うことができない区間が多いため、車両や歩行者が安

全に通行できるよう拡幅整備する。事業地区は、田町～葉ノ木平地区。 

事業結果 

 道路改良  (整備後)  (整備前) 

 工事延長  L=301ｍ    L=1,615ｍ 

 幅  員  W=4.0～6.0  W=2.0～3.4ｍ 

事業の実績に関する評価 

 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

本路線の拡幅により災害公営住宅の入居者をはじめ地区内の居住者が安全に

通行できる道路が整備された。また、防災機能を持ち避難所として位置づけられ

ている震災復興記念公園への接続道路としての機能も確保された。 

 

② コストに関する調査・分析・評価 

 拡幅する路線脇に市有地があったことから、一部を道路用地として使用し用

地費のコスト縮減を図った。また、工事に使用する砕石・舗装材料に再生材を積

極的に採用することで事業費のコスト縮減が図られた。 

 

③ 事業手法に関する調査・分析・評価         

当初計画                 

  平成 24 年度  測量設計 

  平成 25 年度  用地買収・補償 

  平成 26 年度  工事 

実  績                 

  平成 24 年度  測量設計 

  平成 25 年度  用地買収・補償 

平成 26 年度  工事 

  平成 27 年度  工事 

 

 

本路線は、近接し施工している災害公営住宅建設事業との工程調整のため、当初

計画より事業期間を 1年延伸した。 

事業担当部局 

白河市建設部道路河川課  電話番号：0248-22-1111 

 

施工前 

施工後 


